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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/038    (2013.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/043    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/038   ３１０Ｙ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｂ
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｆ   3/043   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｔ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３６６Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月8日(2013.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投影面に画像を投影する投影部と、
　載置面の振動を検出する検出部と、
　前記検出部による前記振動の検出に基づいて、前記画像の投影方向に対する前記振動を
発生させた振動源の方向を特定する特定部と、
　前記特定部により特定された前記振動源の方向に基づいて、前記投影部を制御する制御
部とを備える
　ことを特徴とする投影装置。
【請求項２】
　前記投影部は、前記載置面に前記画像を投影する
　ことを特徴とする請求項１に記載の投影装置。
【請求項３】
　前記検出部は、少なくとも第１検出部と第２検出部とを含み、
　前記特定部は、前記第１検出部と前記第２検出部とで検出された値に基づいて、前記画
像の投影方向に対する前記振動源の方向の特定を行う



(2) JP 2011-227683 A5 2013.6.20

　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の投影装置。
【請求項４】
　前記特定部は、前記第１検出部と前記第２検出部とで検出された値の強度比に基づいて
、前記画像の投影方向に対する前記振動源の方向の特定を行う
　ことを特徴とする請求項３に記載の投影装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記特定部により特定された前記振動源の方向が、分割された複数の所
定領域のいずれに含まれるかに基づいて前記投影部の制御を行う
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の投影装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記振動源の方向が異なる２つの前記所定領域で特定された場合、特定
された前記所定の領域の順序に基づいて前記投影部の制御を行う
　ことを特徴とする請求項５に記載の投影装置。
【請求項７】
　前記検出部は、前記投影部によって前記画像が投影されている場合に前記振動を検出す
る
　ことを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の投影装置。
【請求項８】
　前記検出部において検出した前記振動が所定の種類の振動であるか否かを判別する判別
部を備え、
　前記制御部は、前記判別部により前記振動が前記所定の種類の振動であると判別された
場合に、前記投影部を制御する
　ことを特徴とする請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の投影装置。
【請求項９】
　前記検出部は、加速度を検出する加速度センサを含み、
　前記制御部は、前記加速度の値が所定の閾値を超えた時から所定の期間内に０になった
回数に基づいて前記制御を行う
　ことを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の投影装置。
【請求項１０】
　前記検出部は、加速度を検出する加速度センサを含み、
　前記加速度センサにより検出した前記加速度を周波数解析することにより前記振動の周
波数成分を検出する周波数解析部を備え、
　前記制御部は、前記周波数成分において、所定の周波数が最大値となった場合に前記制
御を行う
　ことを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の投影装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の投影装置は、投影面に画像を投影する投影部と、載置面の振動を検出する検出
部と、前記検出部による前記振動の検出に基づいて、前記画像の投影方向に対する前記振
動を発生させた振動源の方向を特定する特定部と、前記特定部により特定された前記振動
源の方向に基づいて、前記投影部を制御する制御部とを備えることを特徴とする。
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